
提

出

者

辻

元

清

美

平
成
十
八
年
二
月
二
日
提
出

質

問

第

四

一

号

小
泉
内
閣
の
『
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
フ
リ
ー
』
及
び
女
性
学
に
つ
い
て
の
認
識
に
関
す
る
質
問
主
意
書
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小
泉
内
閣
の
『
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
フ
リ
ー
』
及
び
女
性
学
に
つ
い
て
の
認
識
に
関
す
る
質
問
主
意
書

東
京
都
国
分
寺
市
は
、
東
京
都
の
委
託
で
計
画
し
て
い
た
人
権
学
習
の
テ
ー
マ
で
東
京
都
に
概
要
の
内
諾
を
得
た
上
で
、
市

民
を
交
え
た
準
備
会
を
つ
く
り
高
齢
者
福
祉
や
子
育
て
な
ど
を
題
材
に
計
一
二
回
の
連
続
講
座
を
企
画
し
た
。
上
野
千
鶴
子
・

東
京
大
学
大
学
院
教
授
（
社
会
学
）
に
、
人
権
意
識
を
テ
ー
マ
に
初
回
の
基
調
講
演
を
依
頼
し
よ
う
と
二
〇
〇
五
年
七
月
、
国

分
寺
市
が
東
京
都
に
講
師
料
の
相
談
を
し
た
と
こ
ろ
、
東
京
都
が
候
補
人
選
に
難
色
を
示
し
、
事
実
上
、
上
野
千
鶴
子
教
授
を

替
え
な
い
限
り
国
分
寺
市
と
の
委
託
契
約
を
結
ぶ
こ
と
は
で
き
な
い
と
告
げ
ら
れ
た
。
そ
の
た
め
国
分
寺
市
が
同
八
月
、
委
託

の
申
請
を
取
り
下
げ
た
た
め
、
講
座
そ
の
も
の
が
中
止
に
な
っ
た
。

こ
の
講
座
は
、
文
部
科
学
省
が
昨
年
度
か
ら
始
め
た
「
人
権
教
育
推
進
の
た
め
の
調
査
研
究
事
業
」
の
一
環
で
、
同
省
の
委

託
を
受
け
た
都
道
府
県
教
育
委
員
会
が
区
市
町
村
教
育
委
員
会
に
再
委
託
し
て
い
る
も
の
だ
。

上
野
千
鶴
子
教
授
を
採
用
し
な
い
理
由
と
し
て
、
東
京
都
の
教
育
庁
生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
部
は
、
「
上
野
さ
ん
は
女
性
学
の

権
威
。
講
演
で
『
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
フ
リ
ー
』
の
言
葉
や
概
念
に
触
れ
る
可
能
性
が
あ
り
、
都
の
委
託
事
業
に
認
め
ら
れ
な
い
」

と
説
明
し
て
い
る
。

東
京
都
教
育
委
員
会
は
、
二
〇
〇
四
年
八
月
に
「
（
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
フ
リ
ー
は
）
男
ら
し
さ
や
女
ら
し
さ
を
す
べ
て
否
定
す

一



る
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
」
と
し
て
、
「
男
女
平
等
教
育
を
推
進
す
る
上
で
使
用
し
な
い
こ
と
」
と
の
見
解
を

ま
と
め
て
い
る
。

当
事
者
で
あ
る
上
野
千
鶴
子
教
授
は
、
国
分
寺
市
の
「
人
権
に
関
す
る
講
座
」
準
備
会
の
メ
ン
バ
ー
お
よ
び
、
二
〇
〇
五
年

一
一
月
二
〇
日
に
開
催
さ
れ
た
「
人
権
を
考
え
る
市
民
集
会
」
参
加
者
か
ら
経
過
説
明
を
受
け
た
。
そ
の
後
、
上
野
千
鶴
子
教

授
は
、
二
〇
〇
六
年
一
月
一
三
日
に
東
京
都
知
事
、
東
京
都
教
育
長
な
ど
に
公
開
質
問
状
を
提
出
し
た
。
新
聞
報
道
「
『
ジ
ェ

ン
ダ
ー
・
フ
リ
ー
』
使
う
か
も
、
都
『
女
性
学
の
権
威
』
を
拒
否
」
（
二
〇
〇
六
年
一
月
一
〇
日
付
け
毎
日
新
聞
夕
刊
）
に

よ
っ
て
、
都
の
発
言
内
容
が
一
部
明
ら
か
に
な
り
、
ま
た
、
一
月
二
八
日
付
け
朝
日
新
聞
に
も
研
究
者
一
八
〇
八
人
が
署
名
し

た
抗
議
文
を
東
京
都
に
提
出
し
た
こ
と
が
大
き
く
報
道
さ
れ
た
。
こ
の
問
題
は
、
教
育
現
場
に
お
け
る
『
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
フ

リ
ー
』
を
め
ぐ
る
論
争
と
も
密
接
に
関
連
し
て
お
り
、
大
変
、
社
会
問
題
化
し
て
い
る
。

従
っ
て
、
以
下
、
質
問
す
る
。

一

前
記
の
件
で
問
題
と
さ
れ
た
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
フ
リ
ー
」
と
い
う
言
葉
に
つ
い
て
、
政
府
の
考
え
を
述
べ
ら
れ
た
い
。
ま

た
、
東
京
都
の
示
し
た
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
フ
リ
ー
」
に
つ
い
て
の
認
識
を
知
っ
て
い
た
か
。
知
っ
て
い
た
場
合
は
、
そ
れ
に

つ
い
て
の
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

二



二

前
記
の
件
で
問
題
と
さ
れ
た
「
女
性
学
」
に
つ
い
て
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

三

東
京
都
が
上
野
千
鶴
子
教
授
を
講
師
と
し
て
承
諾
す
る
の
を
拒
否
し
た
理
由
を
、
政
府
は
正
当
で
あ
る
と
考
え
る
か
。
ま

た
、
そ
の
よ
う
に
判
断
す
る
理
由
を
示
さ
れ
た
い
。

四

東
京
都
が
国
分
寺
市
に
対
し
て
と
っ
た
措
置
は
、
委
託
事
業
の
実
施
と
講
師
選
定
に
あ
た
っ
て
、
国
が
東
京
都
に
示
し
た

「
要
綱
」
と
「
運
用
指
針
」
に
そ
っ
た
行
動
で
あ
る
と
考
え
る
か
。
そ
う
で
な
い
と
考
え
る
場
合
、
政
府
は
自
治
体
に
対
し

て
ど
の
よ
う
な
対
処
を
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
か
。

五

予
定
さ
れ
た
講
師
が
特
定
の
用
語
を
自
治
体
と
は
違
う
見
解
を
も
っ
て
使
う
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
理
由
で
講
演
を
中
止

さ
せ
る
の
は
、
憲
法
第
一
九
条
「
思
想
及
び
良
心
の
自
由
は
、
こ
れ
を
侵
し
て
は
な
ら
な
い
」
、
あ
る
い
は
、
第
二
三
条

「
学
問
の
自
由
は
、
こ
れ
を
保
障
す
る
」
に
反
す
る
行
為
で
は
な
い
か
。

ま
た
、
憶
測
や
偏
見
に
基
づ
い
た
判
断
に
よ
っ
て
、
学
者
や
知
識
人
の
言
論
に
対
し
て
圧
力
が
か
け
ら
れ
る
よ
う
な
状
況

を
放
置
し
て
は
な
ら
な
い
と
考
え
る
が
、
こ
の
点
に
関
し
て
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

三


